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世 帯 数 14,675 

（昭和60年 2 月28日現在）住民基本台帳から 

一康舞務事 

男 25,398人

女 27,243人 

市 の 人 口 

52,641人 
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ゆ
う
ゆ
う
空
に
あ
が
る
日
を

寝
て
も
覚
め
て
も
夢
に
見
て

あ
れ
や

こ
れ
や
と
知
恵
し
ぼ
り

一
年
が
か
り
の
凧
づ
く
り

ヒ
バ
の
柾
目
を
選
り
す
ぐ
り

骨
を
組
む
者
 
張
る
者
と

絵
筆
と
る
者
 
手
分
け
し
て

み
ご
と
に
出
来
た
ジ
ャ

ン
ボ
凧

み
ん
な
小
人
に
見
え
る
ほ
ど

今
日
は
苦
心
の
お
披
露
目
だ
 

大
空
ゆ
す
る
大
凧
は
 

風
と
人
と
の
戦
い
だ
 

あ
げ
る
技
術
は
秘
策
の
秘
 

雪
は
堅
雪
野
は
広
い
 

準
備
を
終
え
て
気
を
し
ず
め
 

祈
る
気
持
で
時
を
待
つ
 

粉
雪
と
び
交
う
雲
の
影
 

風
は
上
上
 
さ
あ
今
だ
 

仲
間
の
呼
吸
ぴ
た
り
合
い
 

一
気
に
走
り
糸
繰
れ
ぱ
 

ま
と
も
に
受
け
た
風
に
乗
り
 

あ
た
か
も
昇
竜
さ
な
が
ら
に
 

あ
れ
よ
あ
れ
よ
の
声
の
中
 

津
軽
大
凧
舞
い
あ
が
る
 

右

へ
左
へ
あ
や
つ
れ
ば
 

ブ
ン
ブ
が
う
な
る
空
高
く
 

得
意
満
面
ま
ゆ
あ
げ
て
 

男
め
よ
う
り
に
尽
き
る
顔
 

小
さ
な
も
の
で
二
十
枚
 

大
き
な
も
の
は
百
枚
余
 

日
本
一
を
競
い
合
う
 

あ
げ
る
男
も
見
物
も
 

根
っ
か
ら
凧
好
き
津
軽
衆

の
ど
か
な
春
が
目
の
前
だ
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最
新
半
導
体
工
場
が
完
成
 

一
貫
生
産
体

制
を

確
立
 

津
軽
西
北
五
地
域
の
拠
点
工

業
団
地
で
あ
る
漆
川
工
業
団
地

に
立
地
す
る
日
立
入
間
電
子
脚

五
所
川
原
工
場
の
増
築
工
場
が

完
成
し
、
三
月
二
日
、
北
村
県

知
事
、
森
田
市
長
、
日
立
入
間
 
 

電
子
脚
阿
部
社
長
ら
関
係
者
約

百
名
が
出
席
し
、
同
工
場
で
竣

工
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

日
立
入
間
電
子
卿
五
所
川
原

工
場
は
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
 
 

に
操
業
開
始
し
、
現
在
、
従
業

員
四
百
五
十
名
、
生
産
額
二
百

億
円
（
昭
和
五
十
九
年
）
で
、
 

I
c

（集
積
回
路
）

・
L
s
I
 

（
大
規
模集
積
回
路
）
を
生
産

し
て
い
る
工
場
で
す
。
第
一
期
 
 

工
事
と
し
て
今
回
増
築
さ
れ
た

工
場
は
、
鉄
骨
二
階
建
て
、
建

築
床
面
積
延
べ
一
万
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
I
C

・
L
S
I
 

生
産
に
不
可
欠
な
ク
リ
ー
ル

ー
 

ム

（
防
じん
室
）
を
は
じ
め
、
 

純
水
、
空
調
装
置
等
を
建
物
に

取
り
込
ん
だ
最
新
工
場
で
あ
り

ま
す
。
同
社
で
は
、
今
回
の

工
場
増
築
で
約
三
百
人
の
従
業

員
増
を
見
込
む
と
と
も
に
、
一
一

期
以
降
に
つ
い
て
も
、
製
品
の

需
要
動
向
に
合
せ
て
順
次
増
築

の
意
向
で
あ
り
ま
す
。
 

竣
工
パ
ー
テ
イ
の
席
上
で
北

村
県
知
事
は
、
 「日
立
入
間
電

子
脚
五
所
川
原
工
場
は
、
青
森

地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
メ
 

ー
ン

（
主
力
）工
場
で
期
待
は
 

非
常
に
大
き
い
」
。ま
た
、
森
田

市
長
は
、
「五
所
川
原
工
場
は

関
連
会
社
を
含
め
て
約
一
千
一
一

百
名
の
雇
用
が
あ
り
、
地
域
経

済
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
 

な
お

一
層
の
発
展
を
期
待
し
、
 

地
元
と
し
て
で
き
得
る
限
り
の

ご
支
援
を
し
た
い
」
。と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
環
境
美
化

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
一
一

月
二
十
八
日
働
く
婦
人
の
家
で

関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

花
壇
の
部
で
は
梅
泉
小
学
校
、
 

清
掃
活
動
の
部
は
南
小
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
と
緑

に
包
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
標
に
、
今
回
で
三
年
目
。
 

昨
年
六
月
か
ら
町
内
会
、
学
校
、
 

事
業
所
な
ど
花
壇
の
部
、
清
掃

活
動
の
部
、
合
わ
せ
て
二
十
三

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

▽
花
壇
の
部
 

〇
最
優
秀
賞
l
梅
泉
小
学
校
、
 
 

o
優
秀
賞
廿
老
人
ク
ラ
ブ
幸
生

会
、
沖
飯
詰
小
学
校
、
o
奨
励

賞
廿
三
井
生
命
五
所
川
原
営
業

所
、
寺
町
岩
木
町
永
寿
会
、
中

央
公
民
館
水
野
尾
分
館
、
五
所

川
原
第
三
中
学
校
、
前
田
野
目

長
寿
会
、
悪
戸
部
落
会
、
 一
野

坪
第
一
喜
楽
会
、
五
所
川
原
小

学
校
、
五
所
川
原
電
報
電
話
局

中
平
井
町
寿
会
、
松
島
町
四
丁

目
町
内
会
、
五
所
川
原
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
金
山
第
一
長

楽
会
。
 

▽
清
掃
活
動
の
部
 

〇
最
優
秀
賞
廿
南
小
学
校
、
〇

優
秀
賞
廿
長
寿
会
、
平
和
町
老

人
倶
楽
部
、
奨
奨
励
賞
廿
老
人

ク
ラ
ブ
幸
生
会
、
川
端
町
町
内

会
、
わ
か
さ
会
、
川
端
町
永
楽

会
、
姥
落
亀
竜
寿
会
。
 

梅泉小・南小が最優秀賞 

環境美化コンクール 

清掃活動の部で南小学校最優秀賞をうける 

  

完成した日立入間電子五所川原工場 

  

 

増築工場の見学を行う右から北村知事・森田市長 
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,
 

昨年の火災発生状況 
多
い
た
ば
こ
の
不
始
末
 

三
億
五

千
万
円

が
灰

に
 

「
“あ
と
で
〈
より
 

“
い
ま
が
《
大切

火
の
始
末
」
 

五
所
川
原
地
区

消
防
事

務
組
合

は
こ
の
ほ
ど
、
五

十
九
年
の
火
災
発

生
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
 

昨
年
の
発
生
件
数
 
 

は
五
十
一
件
（
五
所
川
原
四
十

一
、
鶴
田
十
）
で
、
前
年
よ
り

四
件
（
五
所
川
原
六
の
増
、
鶴

田
一
一
の
減）
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

し
か
し
、
五
十
一
件
の
内
訳

は
、
建
物
火
災
が
だ
ん
ぜ
ん
ト

ッ
プ
の
四
十
七
件
（
全
体
の
九

十
二
％
）
で
、
林
野
二
件
、
そ

の
他
二
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

損
害
額
は
三
億
五
千
三
百
四

ト
九
万
円
に
上
り
、
損
害
額
で
 
 

は
、
去
る
五
十
六
年
の
四
億
九

千
百
九
十
五
万
円
に
次
ぎ
過
去

十
年
間
で
は
、
二
番
目
に
多
い

損
害
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

火
災
発
生
調
査
で
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
火
事
と
な
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の

ば
か
り
で
、
石
油
ス
ト
ー
プ
を

消
さ
ず
に
外
出
し
た
り
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し

て
、
外
で
雪
か
た
づ
け
を
し
て

い
た
り
、
た
ば
こ
の
火
を
し
っ

か
り
消
さ
な
か
っ
た
な
ど
、
同

本
部
で
は
い
ず
れ
も
不
注
意
に

よ
る
火
災
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
 

原
因
別
で
は
、
た
ば
こ
火
の

不
始
末
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

く
十

一
件
、
次
い
で
ス
ト
ー
ブ

取
り
扱
い
の
不
注
意
七
件
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
六
件
、
煙
突
不
備
四

件
、
た
き
火
、
風
呂
釜
の
空
た

き
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
ば
こ
一
本
で
、
失
わ
れ
た

財
産
は
平
均
で
約
四
百
五
十
六

万
円
と
高
額
で
、
二
、
三
月
は

年
間
の
う
ち
最
も
火
災
発
生
率

が
高
く
、
火
気
の
取
り
扱
い
は
 

、
十
分
注
意
す
る
よ
う
広
く
一

般
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
ほ
ぼ
八
日
目
ご
と
 
 

に

一
件
の
火
災
が
発
生
し
、
 一

日
当
り
九
百
六
十
八
円
、
年
間

で
は
市
民
一
人
当
り
五
千
三
十

円
の
損
害
を
出
し
た
計
算
に
な

り
ま
す
。
 

焼
死
者
は
三
人
で
、
 一
昨
年

の
一
人
か
ら
三
倍
に
な
っ
て
い
 

本
市
の
昭
和
五
十
九
年
の
「
 

救
急
活
動
実
態
」
が
、
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
り
、
救
急
車
の
出
場

件
数
は
過
去
最
高
の
記
録
と
な

り
ま
し
た
。
 

同
時
に
救
急
車
を
必
要
と
し

な
い
場
合
の
出
場
要
請
も
あ
り

消
防
署
で
は
、
 「緊
急
や
む
得
 
 

ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
う
損
害
額
は
、
約

三
億
五
千
万
円
で
ほ
と
ん
ど
建

物
焼
失
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
た
ぱ
こ
火
の
不
始
末

に
よ
る
十

一
件
の
火
災
の
損
害

は
合
計
五
千
二
十
万
七
千
円
で
、
 

な
い
場
合
は
利
用
し
て
結
構
で

す
が
、
も
う
少
し
救
急
車
の
義

務
を
考
え
、
有
効
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
」
 
と呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
 

昨
年

一
年
間
の
救
急
車
の
出

場
件
数
は
、
千
六
十
一
件
（
五

所
川
原
八
四
八
、
鶴
田
二
一
一
ニ
 
 単

純
に
計
算
す
る
と
平
均
四
百

五
十
六
万
四
千
余
円
と
な
り
、
 

わ
ず
か
十
円
余
り
の
た
ば
こ
一

本
か
ら
、
失
う
家
財
の
損
害
は

大
き
い
で
す
。
 

）
で
、
前
年
よ
り
六
件
増
え
て

い
ま
す
（
五
所
川
原
地
区
消
防

事
務
組
合
調
べ
）
。こ
れ
は
、
 一

日
当
り
平
均
二
・
九
回
の
出
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、最
も
多
い
の
は
、
 

急
病
の
四
百
七
十
四
件
（
運
ん

だ
人
員
四
百
三
十
七
人
）
で
、
 

次
い
で
交
通
事
故
が
二
百
二
十

七
件
（
同
二
百
五
十
九
人
）
と
、
 

合
わ
せ
て
出
場
件
数
全
体
の
六

十
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
最
も
出
場
件
数

が
多
い
急
病
の
場
合
、
半
数
近

く
は
救
急
車
出
場
要
請
に
疑
問

が
あ
る
と
救
急
隊
員
は
分
析
し

て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
子
ど
も
の
ひ
き
つ

け
や
入
院
の
た
め
に
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ぎ
ま
だ
が
、
 

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
マ
イ
カ

ー
 

な
ど
持
っ
て
い
る
現
在
「
救
急

車
に
頼
る
前
に
、
適
切
な
判
断

の
う
え
で
要
請
し
て
く
だ
さ
い
 

」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

昨年の火災現場から 

出場件数 
1,061件で最高記録 

「急病」によるものが多い 

今日も出場する救急車 

「
り
り
n
。

e
 

5
9年
の
救
急
活
動
実
態
ま
と
ま
る
 



（第587号） ④ 広報ごしょがわら 昭和60年（1985年） 3 月15日 

屍
編
で
 

lJ
l『
 

い
て
い
霧
すn

"
 

企
業
誘
致
並
び
に
 

出
稼
者
を
激
励
訪
問
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誇読事故見舞金制度に加入しでtきますか 

森
田
市
長
と
成
田

収
入
役
、
 

今
民
生
部
長
ら
は
、

二
月
二
十

一
日
か
ら
二
月
二
十
七
日

ま
で

の
七
日
間
を
三
班
に
分
か
れ
、
 

関
東
」卓
面
の
十
事
業
所
を
訪
問

し
企
業
誘
致
の
働
き
か
け
並
び

に
出
稼
者
を
激
励
訪
問
し
ま
し

た
。
 

森
田
市
長
は
、
二
月
二
十

一

日
に
静
岡
県
裾
野
市
に
あ
る
矢

崎
部
品
（
株
）
黄
瀬
川
工
場
（
 

奥
田
定
夫
所
長
）
を
訪
問
し
、
 

当
市
の
漆
川
工
業
団
地
や
労
働

力
の
現
況
を
説
明
し
て
当
市

へ

の
工
場
進
出
を
働
き
か
け
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し

奥
田
所
長
は
、
 

市
の
意
向
を
会

社
上
層
部
に
伝
 

・

え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
 

ま
た
森
田
市

長
は
、
川
浪
勝

幸
さ
ん

（
藻
川

出
身
）
等
九

名

の
出
稼
者
の
方

々
に
広
報
紙
と

出
稼
文
集
を
手

渡
し
、
市
の
近

況
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に

懇
談
を
し
ま
し

た
。
 

そ
の
後
、
当
 
 

市
の
出
稼
者
総
数
の

三
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
を
抱
え
る
神
奈
川
県
建

設
労
働
者
受
入
協
議
会
を
訪
問

し
、
引
地
労
務
長
に
対
し
今
後

共
当
市
出
身
の
出
稼
者
の
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
 

引
地
労
務
部
長
か
ら
は
、
就

労
に
当
っ
て
は
正
規
の
ル
ー
ト

を
通
す
こ
と
と
、
上
京
の
際
、自

家
用
車
の
利
用
が
多
く
交
通

事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
自
家
用

車
利
用
の
自
粛
を
呼
び
掛
け
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
り
ま
ー
）
 

た
。
 

二
月
二
＋
三
日
か
ら
成
田
収

入
役
、
二
月
二
十
六
日
か
ら
は

今
民
生
部
長
が
神
奈
川
県
、
東

京
都
、
千
葉
県
の
各
事
業
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。
 

各
事
業
所
と
も
気
心
の
知
れ

た
仲
間
数
人
が
グ
ル
ー
プ
で
、
 

ま
た
夫
婦
で
同
一
事
業
所
に

就

労
し
て
い
る
方
々
が
多
く
「
五
所

川
原
出
身
の
出
稼
者
は
辛
抱
強

く
よ
く
働
く
」
と
ど
こ
で
も
評

判
が
よ
い
よ
う
で
す
。
 

「事
故
見
舞

金
制
度
と
は
」
 

出
稼
労
働
者

お
よ
び
留
守
家

族
の
し
あ
わ
せ

の
た
め
に
、
県

と
市
町
村
が

つ

く
っ
た
出
稼
協

会
で
行
う
互
助

制
度
で
す
。
 

出
稼
ぎ
す
る

方
が
み
ん
な
加

入
し
、
掛
金
を

出
し
合
っ
て
お

互
い
に
助
け
合
 
 

う
も
の
で
す
。
 

加
入
し
た
出
稼
ぎ
労
働
者
は

出
稼
期
間
中
い

つ
、
ど
こ
で
災

害
に
あ
っ
て
も
見
舞
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
 

「
出
稼
ぎ
労
働
者
と
は
」
 
一
 

ー
カ
月
以
上
一
年
未
満
居
住
一

地
を
離
れ
て
就
労
し
、
就
労
後
一

居
住
地
に
帰
る
方
を

い
い
ま
す
。
一
 

（
県内
外
の
就
労
を
問

い
ま
せ

一

ん
。）
 

「加
入
申
し
込
み
は
」
 

市
民
相
談
室
及
び
各
支
所
窓
 

口
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

電話の移動手続

きもお忘れなく 

三
月
は
転
勤
シ

ー
ズ
ン
で

す
が
、
電
気
や
水
道
、
ガ
ス

の
手
続
き
に
比
べ
、
忘
れ
が

ち
な
の
が
電
話
の
移
動
手
続

き
で
す
。
 

電
話
局
で
は
、
で
る
る
だ

け
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
そ

う
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す

が
、
「今
す
ぐ
」
「
き
ょ
う
か
、
 

あ
す
に
」
と
い
っ
た
急
ぎ
の

工
事
に

つ
い
て
は
、
希
望
ど

お
り
工
事
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
受
け
た
ま
わ
っ

た
注
文
を
予
約
し
、
そ
の
予

約
日
数
に
し
た
が
っ
て
工
事

を
進
め
て
い
る
た
め
で
す
。
 

転
勤
や
家
屋
の
改
築
な
ど

で
電
話
機
の
移
転
工
事
が
必

要
な
場
合
は
、
少
な
く
と
も

二
週
間
ぐ
ら
い
前
に
工
事
の

内
容
と
希
望
日
を
局
へ
お
申

し
出
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
第

一
営
業
課

（
。
三
四
ー
二
〇

〇
〇
番
）
 

 

森田市長から激励をうける出稼者のみなさん 

（矢崎部品（株）黄瀬川工場にて） 

 

種 類 事 故 ・ 災 害 の 程 度 給付額 

死 亡 
見舞金 

出稼中（出発から帰宅まで）における死亡。ただ 
し、 	・時帰省中の死亡を除く‘ 

500,000円 

傷 病 

見舞金 

出稼中における負傷 

又は疾病で休業療養 

を要するもの 

~ 6 カ月Uトであるもの 80,000円 

3 カ月以上6 カ月末満であ 
るもの 60,00019 

1カ月以上3 カ月未満であ 
る tJ(1) 50,000円 

障 害 
見舞金 

出稼中における負傷又は疾病による障害で、通常
の就労を不能とする程度のもの 

200,000円 

火 災 

見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失（半焼以上） 80,000円 

加人者の出稼就労先宿舎の火災で、加人者に著し
い損害を生じさせたもの 

30,0001'] 

※詳しくは、市民相談室にお問い合せください。（廿35-2111 内線282番） 



▽
市
水
道
事
業
所
で
は
、
請
 

求
書
を
あ
な
た
の
指

定
し
た
金
 

融
機
関
へ
送
り

ま
す
。
 

▽
請
求
書
を
受
け
取
っ
た
金
 

融
機
関
で
は
、

振
替
日
に
請
求
 

さ
れ
た
料
金
を
あ
な
た
の
預
金
 

口
座
か
ら
支
払
い
し

て
く
れ
ま
 

す
。
 

▽
領
収
書
は
、
水
道
事
業
所
 

か
ら
直
接
お
手
元
に
お

届
け
を
 

し
て
確
認
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

〇
手
続
き
は
 

水
道
事
業
所

ま
た
は
、
利
用
 

し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口

へ
 

最
近
の
「
水
道
料
金
領
収
書
」
、
 

「預
金
通
帳
」
、
「金
融
機
関
屈

け
出
印
」
を
お
持
ち
に
な
る
だ

け
で
済
み
ま
す
。
 

o
便
利
で
安
心
 

▽
集
金
日
だ
か
ら
と
い
っ
て

集
金
員
を
待
っ
て
い
る
必
要
も

な
く
、
支
払
い
に
出
か

け
る
手

数
や
、
う
っ
か
り
支
払
い
を
忘

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▽
共
か
せ
ぎ
の
ご
家
庭
、
 一

人
住
い
の
方
、
留
守
が
ち
な
方

は
特
に
便
利
で
す
。
 

▽
取
り
扱

い
は
、
市
内
の
金
 

口
座
振
替
え
仕
組
は
 

融
機
関
と

各
農
協
で

行
な
っ
て

い
ま
す
。
 

▽
詳
し

く
知
り
た

い
方
は
、
 

市
水
道
事

業
所

（
。
 

三
五
ー
一
一
 

一
 

一
 
一
 

内
線
二
五

八
番
）

へ

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
 

口座振替制度のしくみ 

     

     

     

     

     

［」」m」」」 

m 口ロ 

  

  

     

,“庭 

県

（
那覇
）
 

▽
期
間
 
六
十
年
十
月
一
一
 

十
日
（
日
）
か
ら
十
一
月
六
 

▽
訪
間
先
及
び
寄
港
地
 

韓
国

（釜
山
、
慶
州
）
、フ

イ
リ
ピ

ン

（
マ
ニ
ラ
）
、沖
縄
 

 

▽
経
費
 
個
人
負
担
額

十
万
円
。
 

▽
応
募
資
格
 
①
市
内
（
 

県
内
）
に
居
住
し
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
二
十
歳
以
上
三

十
歳
未
満
の
男
女

（四
月
一
 

内
線
三
五
五
番
）
ま

た
は
県
青
少
年
婦
人
室
 
一T
 

〇
三
〇
 
青
森
市
長
島
町

一

丁
目
一
番

一
号
廿
〇
一
七
七
 

（
二
二
）
 一
二

一
・
内
線

一
「
一一
七
番
）
 

青
森
県
で
は
青
年
が
、
国

祭
的
視
野
の
拡
大
と
協
調
の

精
神
を
培
い
、
も
っ
て
明
日

の
青
森
県
を
築
く
有
為
な
青

年
を
育
成
す
る
た
め
実
施
す

る
も
の
で
す
。
 

日
（
水
）
十
八

日
間
 

▽
募
集
人
員
 

市
か
ら
十

一
名
（
県
下体
で
 
百
五
才

己

▽
募
集
期
間
 

六
十
年
四

月
一
日

（月
）
か
ら
四
月
三

十
日
（
火
）
ま
で
。
 

日
現
在
）
②
帰
国
後
、
各
地

域
、
職
場
、
青
少
年
団
体

等
に
お

い
て
活
動
が
期
待
で

き
る
者
。
 

▽
申
し
込
み
・
間

い
合
せ

先
 

ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
 

さ
い
。
 

「青
森
県
青
年
の
船
」
参
加
者
募
集
 

市
青
少
年

対
策
室
（
廿
 

三
五
ー
二
一
 

⑤ 昭和60年（1985年） 3月15日 
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国保被保険者証及び 
国保退職被保険者証 

更新のお知らせ 
皆さんが現在持っておられる国保被保険者証及び国保退職

被保険者証は、昭和60年 3月31日で有効期限がきれます。 

日程表に基づいて更新しますので、必らず更新するようお

願いします。 

更新された新しい被保険者証を病院にお出しにならないと、 

医療費の金額を支払うことになりますのでご注意ください。 

更新の際は、現在使用している被保険者証は必らず持参し

てくださるようお願いします。 

詳しく知りたい方は、市保険年金課へ問い合わせください。 

(か35 -2111 内線263番） 

◇地区別更新会場及び日程◇ 

地 	区 月日 曜
  

更新会場 時 問 対 象 区域 

梅 	沢 3.25 口
H
  

梅沢支所 9 : 00- 
12: 00 梅 沢 地 区 

長 	橋 3.25 口
H
  

長橋支所 9 : oo- 
12: 00 長 橋 地 区 

七 	和 3.25 《月
 

七和支所 13 :00~ 
16 : 00 七 和 地 区 

飯 	詰 3.25 月
「
 
 

飯詰支所 13 : 0O~ 
16 : 00 飯 詰 地 区 

毘沙門 3.26 火
  

毘沙門支所 9 :00~ 
12 : 00 毘 沙 門 地 区 

栄 3.26 火
  

市 役 所 
2階ロビー 

9 : 00- 
12 : 00 

栄 	地 	区 
（みどり町含む） 

三 	好 3.26 火
  

三好支所 13 : 00- 
16 : 00 三 好 地 区 

松 	島 3.26 火
  

市 役 所 
2 階ロビー 

13: 00- 
16 : 00 松 島 地 区 

本 	庁 
3.27 

水
  

ク
  

9 : 00- 
15 : 00 

栄町・田町・蓮沼

不魚住・元町・鎌

谷町・鳥森『ドり

枝・八重菊一一、ソ

谷‘新町・柳町・

岩木町・川端町 

本
  

3.28 木
  

ク
  

9 : oo- 
15 : 00 

本町・布屋町・弥

生町・東町・大町

旭町・敷島町・雛

田・上平井町・中

平井町・下平井町

幾世森 

本 	庁 3.29 金
  

ク
  

9 : 00- 
15 : 00 

寺町・柏原町ー錦

町・幾島町・末広

町・新宮町・芭蕉

小曲・松島町ー新

宮・長橋橋元‘湊

団地・若葉 

中 3.30 土
  

ク 
9 :00~ 
12 : 00 中 川 地 区 

各支所を

除く全域 1l 
月
 
火
 

ク 
9 : 00- 

15 : 00 
期日に更新できな

った人 

各 支所 3.27以降 もよりの支所 9 : 00- 
15 : 00 

ク 



昭和60年（1985年） 3月15日 	 広報ごしょがわら （第587号） ⑥ 

●

旦
 組でしつけようも 

新入学（園）児の交通安全 rr 
「
 

三
月
 
も

う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。
 

新
入
学
（園
）児
を
お
も
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
＜
ら
ま

せ
な
が
ら
、
何
か
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
よ
「つ
。
 

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
通
学
 

（園
）
す
る
よ
「
つ
にな
る
と
、
行
動
範
囲
が
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。
行
き

帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
 
こ

r
J
 

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
交
通
事
故
で
す
。
 

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
で
の
ガ
し
つ
け
ガ
の

ー
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
＜
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
ー
。
 

冊廿訓廿皿皿川川川川川皿棚棚●川川 

脚旧皿川皿川川m川聞川川川川朋甘朋 

川脚朋冊聞川棚川 

子
供
は
、
大
人

に
は
考
え
ら
れ

な

い
よ
う
な
行
動

に
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら

子
供
の

生
命
を

守
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ

タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が

大

切
で
す
。
 一
般
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 
 

脚
 
手
を
挙
げ

る
と
ク

ル
マ
は

必

棚
 
ず

止
ま
っ

て
く
れ
る
 
と

棚
 

い
っ
た
よ
う
に

物
事
を

単
純

棚
 

に
し

か
理
解
で

き
な
い
と
一
】
 

剛
 

ろ
が

あ
る
 

車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
手

を
挙
げ

て
道
路
を
渡
る
よ
う
に
教

・
え
 

い
っ
た
り
す
る
と
、
車
の
通
る

の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が

あ

り
ま
す
。
 

「
危
な
い

よ
」
「注
意
し

て
ね
」
 

と

い
っ
た
抽
象
的
な

言
葉
で

は
よ
く
理

解
で

き
な
い
 

ク
飛
び
出
し
4
は
な
ぜ
危
な
い
か
、
 

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下

や
後
ろ

で
遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
、
 

言
葉
で
注
意
す
る
だ

け
で
な
く
、
具

体
的
に
“
現
場
）
で
教
え
ま
し
よ
う
。
 

る
と
、
子
供
は
 
「手
を
挙
げ

れ
ば
車

は
す
べ
て
止
ま
っ
て
く
れ
る
」
 
と
単

純
に
思
い
込
み
が

ち
に
な
り

ま
す
。
 

子
供
が
正
し
く
理
解
で

き
る
よ
う

に
、
教
え
方
に
も
注

意
を
払
い

ま
し

よ
ー
フ
。
 

そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て

行
動
が
変
わ
る
 

子
供
は
、
喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
動

に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
周
り
の
こ
と
に
対
す
る

注
意
力
が

散
漫
に
な

る
こ
と
が
多

い
。
 
 

物
陰
で

遊

ぶ
傾
向
が

あ
る
 

子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば

や
ダ

ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ

て
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど

で
遊
ぶ
と
、
運
転
者
な
ど
が
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多

い
の
で
た
い

へ
ん
危

険
で
す
。
 

一
応
の
交
通

ル
ー

ル
は
理

解

で
き
て
も
、

応
用
動
作
が
で

き
な

い
こ
と
が

多

い
 

い
つ
も
の
通
学
路
で

は
信
号
を
き

ち
ん
と
守
り
、
横
断
歩
道
を
正
し
く

渡
れ
て
も
、
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
な

い
こ
と
が
多

い
。
 

よ
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

人
や
年
上
の
子
の
マ
ネ
を
する
 

大
人
が
、

黄
信
号
な

の
に
走
っ
て

渡
っ
た
り
す
る

と
、
子
供
は

マ
ネ
を

し
ま
す
。
大
人

の
ル
ー
ル
違
反
は
子

供
の
交
通
安
全

の
し
つ
け
に
良
く
な

い
影
響
を
与

え
ま
す
。
 

一
つ
の
こ

と
に
夢
中
に
な
る
と
 
お

母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に

い
 

周
囲

の
こ

と
が

目
に
入
ら

な
く
 
る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で

い
た
 

な
る
 
ボ

ー
ル
な
ど
が
車
道
に

こ
ろ
が
っ
て
 

こ
れ
が
子
供
だ
ノ
 

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン
 

r
 



固定資産登録の確認を 

市税務課では、固定資産課税台帳を次の日程

で縦覧に供します。関係者は各自の固定資産課

税台帳を縦覧し、登録された事項を確認してく

ださい。 

これは、固定資産の評価額など60年度の固定資

産税と都市計画税の税額の算定の基礎となるも

のですので、とくに昨年中に家屋を新増築した

り、土地を取得された方は必ず縦覧しましょう。 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

縦覧期間の初日から末日後10日までの間に、固

定資産評価審査委員会に審査の申し立てをする

ことができます。 

レ縦覧期間 4 月1日（月）-4月20日（肋まで 

レ縦覧場所 市税務課（本庁3階）ft35- 2111 

内線 206番 

（平日は午前8時30分から午後4時45分

で、土曜日は午前 8時30分から12時 

15分まで。） 

課税台帳を縦覧しよう 農業者年金現況届の

提出を忘れずに万 

⑦ 昭和60年（1985年） 3月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第587号） 

現在、農業者年金の経営移譲年金及び老齢年金を受給

している方は、 3月31日までに現況届を提出しましょう。 

1.用紙の送付 

現況届は、毎年 2 月農業者年金基金から直接本人あ

てにお送りしております。 

2 ．証明及び確認 

現況届には、受給者の印のほか市長の印と農業委員

会長印が必要です。市役所・市民課（住民登録が支

所にある場合は支所）で、必ず先に生存証明を受けて

から、農業委員会で確認を受けてください。なお、老齢

年金のみの受給者は農業委員会で確認を受ける必要は

ありません。（証明及び確認は、 3月1日以降に受ける

ようにして下さい。 

3．提出期限 

現況届の提出期限は 3月31日ですが、それまでに提

出されないと年金の支払いが一時差し止められますの

でご注意下さい。 

（年金をはじめて受けられるようになつてから、1年

を過ぎていない方は提出する必要はありません。） 

※農業者年金に関する詳しいことは、各農協または農業

委員会にお問い合せください。 
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五高定時制生徒再募集 

レ出願資格 

(1用召和60年 3月に中学校を卒業する見込みの方。 

(2）中学校を卒業した方。 （年齢不間） 

レ入学願書受付 

て 	日… 3月20日困から 3月23日田まで 

時…午前 9時から午後 4時まで（ただし、最終日は正 

午までJ 

レ面接 

広 	3月25日（月）10時から面接 

あ 3月27日困9時から本校生徒玄関前 

早 ンその他 

期 （1）学費…月額 3,750円（免除制度有） 

配 （2）教科書…無償配布 

製 (3）定通修学奨励金・・・選考により月 7,000円。卒業する 

い 	と返還免除 

I立 (4給食・・・無償でパンと牛乳 

詳しくは本校（廿35-3073番）まで電話してくだ 

し、o 

みんなの健康教室へどうぞ 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」が次の日程で開か 

れます。お気軽においで下さい。 

今回のテーマは「子供の耳鼻科疾患」 

うと き 3月22日圏午後1時 

レところ 市保健センター（旧警察署） 

＞講 師 山本直哉先生 

D主 催 北五医師会、五所川原市民保健協議会 

レ場所 市保健センター（旧警察署） 

＞受付時間 午後1時から 1時30分まで。 

）持参するもの 母子手帳、バスタオル。 

レ注意 病気療養中のお子さんは、ご遠慮願います。 

二お、 6 カ月児の健康相談の際に神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セノトを配付いたします。 

月 	齢 対 象 児 と 	き 備 考 

3 カ 月 児 S59年12月生れ 4 月 9日因 健康診査 

6 カ 月 児 S 59年9月生れ 4 月16日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 59年 3月生れ 4 月22日（月） ク 

1歳 6カ月児 S 58年10月生れ 4 月23日因 健康診査 

3 	歳 	児 S 56年11.12月生れ 4 月18日困 ク 

＞間い合わせは 市衛生課（廿35-2111 内線 268. 272番） 

テレビ・防災キャンペーン 

青森放送（RAB) 毎週木曜日10:45一一10 二 50 

放送日 ご存じですか 一防災ミニ百科― 

3 /25 火災篇 勇気を出して早期通報 

3 /28 ク 消防防災通信ネットワーク 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ

い
 

）
ぐ
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